
 
 

年頭にあたりご挨拶を申し上げます 

昨年は、大変お世話になり厚くお礼申し上げます。 

現在、市議会では「総務委員会」と「安全安心のまちづ

くりに関する特別委員会」に所属し、市政に関わる諸課題

について議員活動をしています。また、苫小牧港管理組合

議会では、副議長を務めさせていただいております。 

今年も身を引き締め、皆様の声に耳を傾けながら進んで

参りたいと思います。何卒よろしくお願いいたします。 
 
 

  第１３回定例会（２０１３．１２．５～１２．１３） 議案審議   
 

サンガーデン・市民文化公園の指定管理者選定「やり直し」を提案！ 
今議会では、市立中央図書館やサンガーデン・市民文化公園などの指定管理者を選定する議案

が２０件提出されました。 

 私はサンガーデン・市民文化公園の指定管理者に引き続き苫小牧造園協同組合を選ぶに当たり、

大きく３点指摘しました。 

１点目は、これまで噴水や遊水池の

維持管理を適正に行っていないことで

す。遊水池の薬品散布・残留塩素測定

は専門の業者に委託していましたが、

自前で行うとして、仕様書で定める方

法を変更、実施回数も減らしていまし

た。また、その委託費も他へ流用して

いることも指摘しました。 

２点目は、職員の雇用に関する問題

点です。市職員の退職者３名（うち管

理職２名）が、この２年間で次々と天

下りして、既存の職員を解雇している

ことを指摘しました。 

３点目は、選定のあり方です。選定

基準最低ラインの６０点を下回ってい

る項目があることや仕様書も修正・訂

正しないままで決めることは「なれ合

いだ」と指摘しました。 
これらのことから議員８名の賛同を

得て、修正動議（やり直し）を提出し

ましたが、残念ながら否決されました。
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議員として、天下りと思われるような採用

で既存の職員が解雇されたり、施設の維持管

理が適正に行われていない状況や「なれ合い」

による選定は、絶対に認めるわけにはいきま

せん。これからも厳しく指摘していきます。 
 

 

 

 

議案に上程されている市役所の機構改革

（スポーツ行政を市長部局へ移すこと）につ

いても質疑しました。従来、スポーツ行政は

教育委員会が所管しています。それは、政治

的中立性と教育行政の継続性、安定性が確保

されているからです。今回の質疑では、スポ

ーツ行政が政治的に利用されることはないの

か、また、スポーツ推進委員とこの推進委員

会の今後の扱いもただしました。 

岩倉市長は、全国初の「スポーツ都市宣言」

をしたまちとして、スポーツ振興の一層の充

実を図るとともにスポーツ推進委員の皆さん

にもクールになったと言われないように配慮

していきたい旨の答弁がありました。 

 

一一一般般般質質質問問問（（（２２２０００１１１３３３．．．１１１２２２．．．９９９）））      
 公共施設の多機能化、 

予算がかかればしない？  
  

１０月２８日に行われた「ときわ・澄川町

地区」のまちかどミーティングでは、新とき

わスケートセンターを避難ビル・避難施設と

して指定してほしいと要望が出されました。

その時、市側は「建物の構造上、津波の浸水

に対しては安心な高さを有していない」との

回答でした。 

今回、私は「公共施設のあり方」の基本方

針で、一つの施設でも多機能を持たせる考え

方が示されているが、ときわスケートセンターの設計に避難ビルの機能を盛り込まなかったのは

何故か見解を求めました。市側は「経費が多額になる、設計はスポーツ施設だけの機能で良いと

判断した」という趣旨の答弁でした。これでは、施設の多機能化は詭弁でしかありません。海岸

に近い地域の避難ビル・避難施設の必要性は、今後も追及して参ります。 

 

社会人採用 ＝ 年齢制限を撤廃する方向！  
  

昨年の９月議会では、新卒高校生の地元採用率（４

０％）の低さを指摘し、今議会では社会人採用の問題

を取り上げました。平成１９年の雇用対策法の改正で、

民間事業主に年齢制限の禁止が義務化され、公務員の

採用にも本改正の趣旨を踏まえ適切な対応をすること

が国会で決議されました。道内では、既に旭川市が年

齢制限を無くし、札幌市も平成２６年実施の採用試験

から撤廃する方針が示されています。法改正の趣旨を

踏まえるならば、本市も年齢制限を無くすべきと他市

の状況を示し見解を求めました。 

市側は法改正の趣旨を踏まえ撤廃する方向性を示し、

現段階では、その時期と要件（経験年数、前歴など）

を検討中であると答弁しました。 
 

《《熱熱血血現現場場主主義義》》  

小小ささななここととででもも身身近近なな問問題題をを地地域域かからら発発信信ししまますす！！ 

 

一般質問の項目 
 

１ 政治姿勢 

（１） まちかどミーティングについて 

（２） 職員の採用について 

２ 防災対策 

 災害時の体制について 

３ 財務 

 入札監視委員会について 

４ 指定管理者制度について 

 

 

「なれ合い」の選定、今後も指摘 

スポーツ振興、一層の充実 

 


